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多少の修正を加えたり，新たな方式を挿入したりもした。さらに，第 3 期から第 4 期に移行する段
階においては，第 3 期の実施経過を踏まえて，新たな原理を考案した。
　第 3 期における 3 本柱原理：①科学技術社会論，②哲学・倫理学，③現場の科学者の実践経験。






　第 3 期 SSH が 2012 年度に開始された。その企画
の一つとして外部講師による特別講義「科学と倫理」
が導入され，2020 年度現在進行中の第 4 期の中でも
当企画は継続されている。当企画は現在に至るまで










　第 3 期 SSH の実施計画書が，2011 年度に研究部
より提示され，その中心的コンセプトとして，「統
合的意志決定能力」が示されていた。他方，第 4
期 SSH に お い て は，2017 年 に「SAGAs」（S ＝


















場の科学者の個人的経験。年間 2 回の実施で，高 1
と高 2 が受講する。そのため生徒の立場では入学し




　第 3 期から第 4 期に移行して，「科学と倫理」の
実施は年 1 回になった。そのため，高 1 と高 2 が受
講するとしても，生徒各自が受講するのは 2 回だけ
「科学と倫理」（全 14 回）における二種類の構成原理と両者を含む全体構造






高 1・高 2 の 2 年間 4 回で 3 本柱であったのに対し










「SAGAs」（S ＝ Science，A ＝ Academy，G ＝























































Ⅲ．第 3 期の第１次・第２次（第 1回～第
8回）の概要
　第 3 期は，予定では 2012 年～2016 年の 5 年であっ
たが，1 年延長され，2017 年までになった。しかも










を試行した。さらに 1 年の延長期間である 2017 年
度は，前年度と合わせ第 4 期に接続するものとして
構想した。次の表は，第 1 次と第 2 次の具体的内容
を示す。














































































































































































































































































































































以下は 2017 年度の第 3 期 SSH 最終報告書に載せた
検証そして成果と課題からの抜粋である。
表３　第３期SSH最終報告書（2016 年度）から




























































































































































































































Ⅴ．第 4期（第 12 回～第 14 回）の基本的
考え方と具体的な実施概要





























































表５　第４期「科学と倫理」（第 12回～第 14 回）に実施された講義
年度 通算回数
通底



































































































合的意志決定能力」から，第 4 期は「SAGA ｓ」の
2 番目の A ＝「自律」概念に切り替えたこと，そし
て 3 本柱原理から 2 本柱原理への移行は，回数が年
２回から年 1 回に縮小されたという外的条件の変更
にあったことは述べた。変更の発端の事情はそのと
おりなのだが，同時に第 3 期と第 4 期のそれぞれの
中心概念の，相違ならびに構造上の関係性に本質的
に関わるとも筆者は考えていた。


































　第 3 期 SSH「科学と倫理」の研究仮説において，





























働講義を実施したのは，通算で第 6 回，第 7 回，第







































（2）「SAGAs」の SAGと 2番目の Aの質的相違
　S ＝科学的，A ＝アカデミック，G ＝グローバル，
以上の 3 項は，その意味するところは理解し易く，
その具体化について構想・実施されている。他方，






























































































































































































































第 4 期では，「科学と倫理」は年 1 回になったため，
多様なテーマを試みることは困難である。そのため，
























































2018 12 大平英樹先生 社会脳における善と悪

























度高 1「現代社会」文章（表 11），2020 年度高 3「科
学と現代社会」文章（表 12）。
表 10　2019 年度「二つの視点から考える原発」の後に，高 1 現代社会で「科学者と軍事研究」対話型授業を実施
した。その直後の定期考査で問答法の確認をする論述問題を出題した。


























































































A における問答法を通じて , 当該生徒は自己の意見内の矛盾を自覚した。これは，問答法によるメタ認知の体験だと言いうる。

























































































































































































の場合とは違い，問答法そのものを評価する観点の変化に気づき , 手続き論に限定した場合に 集団的な統合 にいたる効果があ














































































問答法効果 問答法での統合 「脳科学」の感想 「原発」・「軍事研究」と「脳科学」比較反省









































































































2）Immanuel kant Grundlegung zur Metaphisik 
der Si t ten Velix Meiner Verlag Hanburg，
1965， S.65.“Autonomie des Willens ist die 
Beschaffenheit des Willens， dadurch derselbe 
ihm selbst （unabhängig von aller Beschaffenheit 
der Gegenstände des Wollens）ein Gesetz ist.”
イマヌエル・カント『道徳形而上学言論』篠田英雄 
訳 岩波文庫，1976 年，129.
3）ibid. S.65. “Das Prinzip der Autonomie ist also: 
nicht anders zu wählen als so， daß die Meximen 
seiner Wahl in demselben Wollen zugleich als 
allgemeines Gesetz mit begriffen seien. ” 同上邦
訳書，129.
4）Immanuel kant Kritik der praktischen Vernunft 
Velix Meiner Verlag Hanburg，1974，S.3.“Sie
［Diese Abhandlung］ soll bloß dartun， daß es 
reine praktische Vernunft gebe， und kritisiert 
in dieser Absicht ihr ganzes praktisches 
Vermögen.”
　イマヌエル・カント『実践理性批判』深作守文 訳 
理想社 カント全集第 7 巻，1960 年，135. 
5）ibid. S. 39.“Also drückt das moralische Gesetz 
nichts anderes aus als die Autonomie der reinen 









7）ibid. Grundlegung zur Metaphisik der Sitten 
S.441.“Wenn der Wille irgend worin anders als 
in der Tauglichkeit seiner Maximen zu seiner 
eigenen allgemeinen Gesetzgebung， mithin wenn 
er， indem er über sich selbst hinausgeht， in der 
Beschaffenheit irgend eines seiner Objekte das 
Gesetz sucht， das ihn bestimmen soll， so kommt 
jederzeit Heteronomie heraus. 
－ 37 －
　Der Wille gibt alsdann sich nicht selbst， sondern 
das Objekt durch sein Verhältnis zum Willen 
gibt diesen das Gesetz.”
　同上翻訳書 岩波文庫 130. 
8）Immanuel kant Kritik der reinen Vernunft Velix 
Meiner Verlag Hanburg，1971，S.305，B311.
　“Der Begriff eines Noumenon ist also bloß ein 
Grenzbegriff， um die Anmaßung der Sinnlichkeit 










































11）前掲拙稿， 45. 表「生徒に提示した資料 1」参照。
Abstract:
The series of 14 lectures in　“Science and Ethics” was constructed based on two principles: the 3 pillars 
principle and the 2 pillars principle.
The 3 pillars principle: 1）STS （science, technology, society）, 
 2）philosophy ethics, 
 3）actual practice of scientists 
The 2 pillars principle: 1）thinking about science from an ethics perspective, 
 2）thinking about ethics from a science perspective 
　The necessity of the shift from 3 pillars to 2 pillars follows the structure of “synthesis → autonomy → 
integration”.
The Two Constructive Principles in “Science and Ethics”and 
the Developmental Structure Including These Principles
―“The 3 pillars principle” intending integration but stopping at synthesis, 
“the 2 pillars principle” intending autonomy, and the developmental structure of 
“synthesis → autonomy → integration”—
Satoru TAKATA
－ 38 －
